
相
楽
園
の
く
す
の
き

鐸

鱗
隅

神
戸
の

F7oわ/WIｦsaoKbbayas/７
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、
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口
地
下
鉄
山
手
（
県
庁
前
）
北
二
○
○
ｍ

永
禄
十
年
花
隈
城
が
築
城
さ
れ
た
と
き

鬼
門
よ
け
の
た
め
植
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

風
格
・
品
位
，
壮
大
さ
は
相
楽
園
の
主
役

樹
齢
約
五
○
○
年

所
在
地
ｌ
ｌ
中
央
区
中
山
手
通
五
丁
目
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曾ＪＦ９商＆

、

お
と
な
記
念
日
に
、
拍
手
を
贈
る
。

＆

ｈ

■ を
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に
す
る
た
め
に
、
贈
り
も
の
が
頑
張
り
ま
す
。
拍
手
を
贈
り
た
い
気
持
ち
を
贈
り
も

人
生
に
は
節
目
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
成
人
の
日
も
、
そ
の
人
生
の
大
き
な
節
目
の
ひ
と
つ
。
こ
の
日

の
が
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
神
戸
ら
し
い
お
し
ゃ
れ
な
品
で
、
お
と
な
記
念
日
、
祝
い
た
い
で
す
ね
。

際

【
種

一
一
」 ）

知的な装いをつくるための黒のパｯ ｸ 舟
⑬ジュンコシマダ
ハンドバッグ……･ ･ ……･ ４３００００円
1 階ハンドバッグ売場

業

薦
はたちの楽しい時間を刻みます。
●パーソンズ腕時計…各1 1 , 0 0 0 円
３階時計売場

エレガントなひとになづてほしいから。
●クリスチャン･ ディオールアイシャドー…………………1 1 , Ｃｏｏ円
プアゾンオーデコロン(1 0 0 , 2 )…1 4 5 0 0円／マスカラ…4, 5 0 0円

1 階化粧品売場

惨 内無休／全館７時まで営業
月3 1 日⑥は全館6 時まで営業
春は１月３日④1 1時から営業いたします。』

D'ﾍlMARLjKoBE霧
電話(078)331-8121 新
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一

／
１月1 5 日⑳( ま成人の日

Lあなたの､神戸航

新しいおしゃれに挑戦しましょう。
●プﾗ ｨ ｧ ﾝ ･ パプ
ﾜｲｼﾔﾂ(綿100%)…各15,000円／４階ﾜｲｼｬﾂ売場
ﾈｸﾀｲ<絹100%)…各１０１０００円／１階ネクタイ売場

二

２骨Ｏ
詞
酉く

足元にも気を配るのが､おとなです。
●トラサルディ紳士〈っ下
①②③(ｱｸﾘﾙ､毛､ﾅｲﾛﾝ混)…各1,500円
④⑤(ｱｸﾘﾙ､毛､ﾅｲﾛﾝ混)……各1,700円
４階紳士〈つ下売場

一一や

●
表
示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
、
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
す
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



壁
を
撤
去
し
ま
し
た
が
、

何
し
ろ
ベ
ル
リ
ン
だ
け
で
百
数
十
キ
ロ

で
し
た
か
ら
。

川
瀬
統
一
で
す
が
、
ト
ル
ス
ト
ィ
の

〃
戦
争
と
平
和
″
で
歴
史
は
大
衆
が
作

る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
ま

さ
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。
今
だ
に
誰
か

ら
指
令
が
あ
っ
た
の
か
、
ナ
ゾ
の
よ
う

で
す
ね
。

新
井
そ
う
で
す
。
最
後
は
民
衆
の
力

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
去
年
の
９
月
頃
か

ら
何
十
万
の
人
々
が
整
然
と
議
論
を
し

な
が
ら
デ
モ
を
し
て
い
ま
し
た
。

川
瀬
天
安
門
と
は
違
い
ま
す
ね
。
そ

れ
は
何
故
な
の
で
し
ょ
う
。

新
井
市
民
社
会
が
成
熟
し
て
い
る
ん

で
す
ね
。
ゲ
ー
テ
、
カ
ン
ト
な
ど
の
教

養
人
が
多
い
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
文
化
の

深
さ
を
感
じ
ま
す
。

川
瀬
今
日
は
、
貴
重
な
お
話
し
を
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
れ
。

っ
ぱ
い
で

ｍ
月
３
日
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
。
東
独
に
駐

在
し
て
、
最
後
の
日
本
大
使
と
な
っ
た
新
井
弘
一
氏

は
、
外
務
省
き
っ
て
の
ソ
連
・
東
欧
通
。
加
年
以
上

に
わ
た
っ
て
東
西
関
係
を
専
門
に
分
析
し
て
き
た
新

井
氏
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
を
壁
か
ら
わ
ず
か

三
百
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
東
ベ
ル
リ
ン
の

日
本
大
使
館
で
終
始
見
て
お
ら
れ
た
。

○
に
し
む
ら
珊
誹
文
庫
／
ゲ
ス
ト
新
井
弘
一
さ
ん

ド
イ
ツ
統
一
の
瞬
間
を
見
た
。

三
一
霧
哩
の
日
本
古
惜
イ
ッ
大
便
か
語
る

＃

国

～ゴ～ゴ

川
瀬
新
井
さ
ん
と
は
昨
年
６
月
釦
日

東
西
ド
イ
ツ
統
合
の
前
日
に
東
独
大
使

館
で
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
お
役
目
を

終
了
さ
れ
て
、
神
戸
に
お
迎
え
で
き
た

事
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
東
西
ド
イ

ツ
の
統
合
の
歴
史
的
瞬
間
の
時
に
東
独

の
日
本
大
使
と
し
て
政
治
の
内
側
の
部

分
を
見
て
い
ら
し
た
の
で
す
か
ら
、
今

日
は
そ
の
瞬
間
の
事
を
神
戸
の
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
お
話
し
頂
き
た
い
で
す
。

ん
新
井
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
お
ち
て
か
ら

毛
最
初
に
失
業
し
た
の
は
、
壁
の
傍
で
見

認
張
っ
て
い
た
犬
達
な
ん
で
す
よ
。
そ
の

新
数
は
数
千
匹
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
壁
の
所
へ
行
く
と
花
が
供

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
壁
を
越
え
よ

う
と
し
て
射
殺
さ
れ
た
方
々
の
為
な
の

で
す
。
統
一
ま
で
に
二
百
人
近
く
の
人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
８
月
過
日
は
壁

が
出
来
た
日
で
、
西
独
で
は
壁
の
前
で

盛
大
な
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
、
東
独
で

は
ひ
っ
そ
り
と
自
分
の
家
で
ロ
ー
ソ
ク

霊
を
立
て
て
霊
を
慰
め
る
と
い
う
事
を
し

僻
て
い
ま
し
た
ね
。

繕
川
瀬
日
本
の
お
盆
と
ち
ょ
う
ど
同
じ

Ⅱ
頃
で
す
ね
。
あ
の
壁
で
す
が
、
実
は
私

も
万
感
の
思
い
を
込
め
て
壊
し
た
ん
で

す
よ
。
ハ
ン
マ
ー
を
借
り
て
、
力
を
入

れ
て
叩
い
て
も
表
面
が
パ
ラ
リ
と
剥
が

す
る
に
は

れ
る
だ
け
。
ぶ
厚
い
壁
で
し

２
〜
３
年
‐
か
か
る
と
言
わ
れ

の
間
に
あ
る
の
を
全
て
撤
去

新
井
ベ
ル
リ
ン
は
昨
年
い

新
井
さ
ん
は
、
錨
年
４
月
に
大
使
と

し
て
着
任
し
た
直
後
に
「
新
井
日
記
」

の
中
で
、
今
の
ソ
連
・
東
欧
を
予
言
す

る
く
だ
り
が
あ
る
の
で
す
。
「
ま
さ
か
１

年
半
後
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
す
る

と
思
っ
た
訳
で
は
な
い
の
だ
が
、
丁
度

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ソ
連
軍
の
撤
退

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
直
後
〃
ア
フ
ガ
ン

の
次
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
″
と
書
い
た
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
（
川
瀬
附
記
）

東
独
と
西
独

て
い
ま
す
。
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しむら瑚誹北野店２階の

Ｉ
Ｂ『Ｉ

会員制ではーさいません

■Ｑ

ｐＩｈ

蝋 一r』茸
L宅１．．

蝋ｒ
ｇ●

iＥ

罰
■
３
封

議瞬溌蕊

フ･ メールＬしむら' ３

奮霧リ

シェ･ラ･メールにしむら

一
罪

離
鮮
脈

＃宍

霊夢雲

6.'W掌確埴

諺
▲左からⅡ瀬喜代子全長、新井弘一前ドイツ民邑共和国大使Ｊ１井不
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剛
ボ
哉
ツ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

邸
神
戸
文
学
鴬
選
考
座
談
会

睡
第
隔
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
品
「
渇
き
』
作
・
刀
禰
喜
美
子

L E G R A Z I E - M （三美神
Ｉ９９０

ＹＵＫ１ＳＨｌＮＴＡＮＩ
新谷詔秀紀

徹

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

１
月
号
目
次
●
１

陥
海
船
港
／
文
・
山
田
早
苗

目
次
作
品
・
新
谷
濡
紀

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蕊
，
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也
・
森
田
篇
志

隅
ち
ょ
っ
と
た
た
ず
ん
で
／
街
角
の
花

菱
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
パ
ー
Ｚ
西
村
功

Ⅶ
神
戸
っ
子
馴
ｒ
藤
間
茄
佐
子
・
福
井
有

隅
あ
る
集
い
／
三
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
捜
戸
Ｊ
Ｇ

而
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ソ
プ

把
美
の
小
箱
／
絵
・
津
田
尚
子
文
・
赤
根
和
生

、
神
戸
の
名
木
／
カ
メ
ラ
・
小
林
政
夫

訓
私
の
意
見
／
長
崎
和
夫

王
神
戸
文
学
街
発
表

弱
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ペ

調
随
想
二
題

記
地
域
文
化
論
／
嶋
田
勝
次

㈹
随
想
／
安
永
稔
和
・
品
川
祐
二
郎

糾
瑚
排
飲
み
な
が
ら
／
桐
島
洋
子

妬
新
春
対
談
／
貝
原
兵
庫
県
知
事
く
の
山
崎
正
和

理
新
春
座
談
会
／
笹
山
神
戸
市
長
鴎
木
口
衝
・
浜
野
安
宏
・
藤
本
ハ
ル
ミ

師
〈
特
集
〉
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
考
え
る
／
明
石
海
峡
大
橋
・
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

泥
タ
カ
ラ
ズ
カ
対
談

顕
神
戸
の
お
嬢
さ
ん

Ⅲ
が
ん
ば
れ
ノ
オ
リ
ッ
ク
ス
ブ
レ
ー
ブ
ス

耐
神
戸
の
集
い
か
ら

刑
ア
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
今
井
俊
満

柵
ネ
オ
・
モ
ー
ダ
メ
ル
ヘ
ン
／
篠
原
順
子

咽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

剛
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
エ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
鴎
淳

噸
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

噸
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
橋
本
明

剛
有
馬
歳
時
記

伽
百
店
会
だ
よ
り

伽
モ
ダ
ン
カ
ル
ヂ
ャ
ー

Ⅷ
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

雌
ぴ
っ
と
い
ん

F

カ
ッ
ト
・
南
和
好 人

に

９
９
１
．
３
５
７

守
郡
□
■
■
。
■
ね
『
ｒ
１
Ｊ
ｑ
１
０
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
伽
ｆ
■
侭
Ｂ
Ｆ
ｍ
Ⅱ
‐
ｌ
Ⅱ
旧
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一一二三二重孟雪嘉割鰹
言一
葉
や
言己
号
-で、

〆 －へ

ぃビストロ・ジュエンヌ〃のシェフ大川尚宏氏の心のこもったフラ
ンス料理を･ ･ も鶴沢な午後のひととき、神戸は氏の忘れられない街の
１つになった

れ
な
し’

○

' 9 0 年ｌ２ｊＩｌｌ日に米神したプジョー･ ジャポン( 術代表取締役オリビエ･
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″
大
予
測
″

長
崎
和
夫

口
私
の
意
見

八
毎
日
新
聞
神
戸
支
局
長
Ｖ

の
す
す
め

１
３１
１

新
聞
記
者
の
思
考
停
止
、
判
断
力
欠
如
の
典
型
な
が
ら
、
多
用

さ
れ
て
い
る
表
現
が
「
ナ
リ
注
」
。
文
末
に
「
成
り
行
き
が
注
目

さ
れ
る
」
と
さ
え
書
い
て
お
け
ば
万
事
コ
ト
足
れ
り
の
重
宝
な
表

現
だ
。世

は
不
透
明
・
不
確
実
な
時
代
。
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
は
ま

す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
ナ
リ
注
」

ば
か
り
連
発
し
て
い
て
も
始
ま
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
十
年
来
、
年
の
変
わ

り
目
に
仲
間
を
募
っ
て
や
っ
て
い
る
予
見
力
試
し
の
〃
大
予
測
″

を
ご
紹
介
し
て
お
こ
う
。

と
い
っ
て
も
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
。
実
は
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
が
新
年
互
礼
会
の
余
興
で
や
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
だ
。
ち
な
み
に
昨
年
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
①

海
部
政
権
は
年
末
ま
で
続
く
か
②
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
す
る
か
③
花
博
の
入
場
者
は
二
千
万
人
を
越
え
る
か

ｌ
な
ど
ｏ
ｘ
式
十
間
．
簡
単
そ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
で
も
全

問
正
解
者
な
し
の
年
も
あ
り
、
逆
に
全
問
誤
答
で
「
特
別
表
彰
」

さ
れ
る
記
者
も
い
る
ほ
ど
だ
。

お
屠
蘇
気
分
で
「
私
の
意
見
」
か
ら
脱
線
す
る
が
平
に
ご
容
赦

願
い
、
こ
こ
で
私
が
無
い
知
恵
を
絞
っ
て
神
戸
っ
子
向
け
に
作
成

し
た
問
題
を
ひ
と
つ
。
①
十
二
月
末
の
首
相
は
？
（
海
部
首
相
の

自
民
党
総
裁
と
し
て
の
任
期
は
十
月
末
ま
で
）
②
十
二
月
末
の
円

ド
ル
レ
ー
ト
は
百
三
十
円
以
上
？
（
神
戸
の
景
気
に
も
大
影
響
）

③
皇
太
子
殿
下
の
婚
約
発
表
は
あ
る
か
？
（
あ
る
、
が
常
識
だ
が
）

④
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
出
る
か
？
（
昨
年
は
西
塚
泰

美
神
大
教
授
が
医
学
賞
の
最
有
力
候
補
に
）
⑤
神
戸
沖
空
港
に
ゴ

ー
サ
イ
ン
は
出
る
か
？
⑥
ブ
ル
ー
ウ
エ
ー
ブ
は
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
で
年
間
百
万
人
を
動
員
で
き
る
か
？
（
ゲ
ー
ム
数
は
五
十
五
）

⑦
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
最
下
位
脱
出
は
？
（
本
来
な
ら
優
勝
で
き

る
か
？
を
問
い
た
い
が
）
③
ご
当
地
・
貴
闘
力
の
三
役
入
り
は
？

（
昨
年
の
九
州
場
所
で
は
前
頭
二
枚
目
で
五
勝
十
敗
）
⑨
統
一
地

方
選
で
女
性
県
議
は
何
人
に
？
（
現
在
は
自
社
公
の
各
一
人
）
⑩

神
戸
市
立
中
学
生
の
丸
刈
り
。
廃
止
に
踏
み
切
る
の
は
年
内
に
十

校
を
越
え
る
？
（
現
在
、
八
十
校
中
三
校
だ
け
）

封
印
し
て
お
い
た
解
答
を
年
末
に
開
け
、
そ
れ
を
サ
カ
ナ
に
一

杯
や
れ
ば
、
結
構
楽
し
め
る
こ
と
請
け
合
い
。
カ
ラ
オ
ケ
ば
か
り

が
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
。
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岳

１
３２
１

③選考経過は1 4 8 ページ～1 5 0 ページに掲載。

庭
Ｖ

６
年
大
阪
生
ま
れ
。
課
歳
。

宮
崎
市
在
住
の
会
社
員
。

お
文
芸
」
同
人
。
同
誌
沈
号
に
、

の
言
葉
Ｖ

み
と
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

説
と
関
わ
ら
せ
て
く
れ
た
方
々
へ

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
作
を
発
表
の

主
催
月
刊
神
戸
っ
子

口
選
考
委
員
杜
山
悠

武
田
芳
一

鄭
承
博

「
星
の
光
月
の
位
置
」

○
受
賞
候
補
作

「
幻
の
家
族
」
愛
川
弘
八
暴
鴬
Ｖ

「
兄
と
．
一
舟
山
智
恵
八
山
形
県
Ｖ

「
弦
に
あ
る
八
夢
ｖ
」
森
名
内
骨
八
徳
島
県
Ｖ

「
渇
き
」
刀
禰
喜
美
子
八
大
阪
府
Ｖ

「
紫
陽
花
」
安
藤
由
美
八
一
豊
都
Ｖ

「
グ
ン
・
モ
ー
ニ
ン
」
大
塚
光
明
八
基
質
Ｖ

「
男
中
年
や
ん
ち
ゃ
組
」
山
本
由
美
子

八
大
阪
府
Ｖ

「
素
馨
の
花
咲
く
庭
」
福
居
普
子
八
兵
庫
県
Ｖ

「
星
の
光
月
の
位
置
」
大
迫
智
志
郎

八
宮
崎
県
Ｖ

「
家
族
」
弓
透
子
八
大
阪
府
Ｖ

口
神
戸
文
学
賞
佳
作
大
迫
智
志
郎
禽
露
季
〉

八
略
座
Ｖ

１
９
２
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
大
谷
女
子
大
学
卒
業
。

昭
和
鋤
年
頃
か
ら
小
説
を
書
き
始
め
た
。
現
在
「
大
阪
女

性
文
芸
研
究
会
』
代
表
で
、
文
学
蛍
も
主
催
。

八
受
賞
の
言
葉
Ｖ

懐
し
い
編
集
部
員
の
声
で
受
寅
を
知
ら
さ
れ
る
。
上
ず

つ
た
気
持
が
暫
く
鎮
ま
ら
な
い
。
瓦
、
体
調
を
崩
し
坤
吟

中
、
こ
の
ま
ま
死
ん
で
も
悔
い
は
な
い
の
か
と
天
２
尾

賞
を
と
ら
な
く
て
は
／
今
は
た
だ
婚
し
い
の
ひ
と
こ
と
。

「
渇
き
」

口
神
戸
文
学
賞
受
賞
刀
禰
喜
美
子
〈
と
ね
．
き
み
こ
〉

昭
和
副
年
、
小
誌
は
創
刊
妬
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
作
家
を
志
す
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
た
め
に
「
神
戸
文
学
賞
」
お
よ

び
「
神
戸
女
流
文
学
賞
」
を
創
波
し
、
第
塑
回
目
よ
り
、
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
両
賞
を
「
神
戸
文
学
賞
」
に
一
本
化
し
、

作
品
募
集
地
域
を
西
日
本
よ
り
全
国
に
広
げ
ま
し
た
。
第
巧
回
作
品
募
集
は
、
昨
年
８
月
末
に
締
切
り
、
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
応
募
作

が
寄
せ
ら
れ
、
別
記
の
選
考
委
員
に
よ
り
鍛
終
選
考
を
行
い
、
左
記
の
作
品
を
第
巧
回
の
受
賞
作
・
佳
作
と
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
発
表
し
ま
す
。
八
授
賞
式
は
１
月
鈎
日
（
火
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
Ｖ

神
戸

貯一

又
学
賞
発
表

■
月
刊
神
戸
っ
子
主
催
八
第
帽
回
Ｖ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蕊
識

’
3３

１
９
２
６
年
大
阪
に
生
ま
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
阪
に
根
を
生
や
し
続
け
て
い
る
刀
禰
さ
ん
。
お
会
い
し
て
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ

る
行
動
派
の
人
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
が
、
ご
本
人
は
「
皆
か
ら
そ
う
言
わ
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
本
当
は
い
つ
も
、
い
じ
い
じ
、
く
よ
く

よ
し
て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
な
ん
で
す
よ
」
と
仰
言
る
。
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
と
、
「
そ
う
で
し
ょ
う
ね
」
と
言
い
た
げ
に
ニ

ヤ
ー
ー
ヤ
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
普
段
は
に
ぎ
や
か
な
方
な
の
で
あ
る
。

現
在
八
大
阪
女
性
文
芸
研
究
会
Ｖ
の
代
表
を
務
め
、
八
大
阪
女
性
文
芸
賞
Ｖ
を
主
催
し
て
お
ら
れ
る
。
．
度
、
賞
を
与
え
る
側
か
ら

貰
う
立
場
に
な
っ
て
み
た
か
っ
た
の
」
と
語
る
。
受
賞
作
に
つ
い
て
は
、
看
護
学
校
に
国
語
を
教
え
に
行
っ
て
お
ら
れ
た
経
験
が
生
き
て

い
る
。
医
学
に
興
味
を
持
ち
、
「
渇
き
」
で
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
「
素
直
に
嬉
し
い
」
と
喜
ぶ
。
以
後
の
執
筆
に
つ
い
て
は
「
書
く
だ
け

に
力
を
注
ぎ
た
い
し
、
書
く
か
ら
に
は
他
人
の
書
か
な
い
も
の
を
ｌ
」
と
結
ん
だ
．
（
東
遊
園
地
に
て
撮
影
）

露
第
蛎
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
者

刀
禰
喜
美
子
八
と
ね
。
き
み
こ
Ｖ

書
く
こ
と
だ
け
に
力
を
注
ぎ
た
い

F , 掴再読蓉弓鰻醗愛諏碁？』

識
驚灘“ 鶴鐸蒸露謹錬曜錨
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｢ 人形」
( 水彩画）

院瀬見倶子。作

やさしい心を伝えたくて、人形を描い
ている内に、ふっくらした頬、心和む表
' 情をと人形作りも始めてしまいました。
透明水彩は描く程に難しくなります。
人形作りは楽しくて仕方ないのですが…

（柿沼産婦人科に展示１／１～１／3 1 ）

蔓柿沼産婦人科
☆健保適用産婦人科｡ 内科( 女性専科）

阪神芦屋駅北へ１分・芦屋警察署東隣り
茸（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4（ＦＡＸ兼用）

当G A L L E R Y に掲戦ご希望の方は月刊神戸っ子まで御遮絡下さい。

議鑑蕊蕊識欝鍵駕

しっとりと焼き上げたスポンジケーキを

パタークリームとアーモンドシュガーで什卜. げた

淡雪のような口どけの良さのフランクフル久一クランツ。

豊潤な発酵バターに最高のナッツやチョコレート芝

極限まで入れて焼き上げた５種類のビスケットの名ｲ 信、

ひと粒ひと粒が優雅なおいしさのハイデザント。

冬 ; 差やさしく華やかに演出するユーハイムのスウィート．で

心なこむ賛沢なひとときを大切な人とお過ごし下さい。

グコーハイム
3４

~1「SWlElF1｢SlEll-lEC~|｢'○に |、！
時の流れがやさしくなる。
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ロ
ポ
エ
ム
。
ド
・
コ
ウ
ベ
八
１
月
Ｖ

種公

き
の
う
に
続
く
今
日
の
は
ず
だ
が

何
か
が
改
ま
ろ
う
と
し
て
い
る

人
々
は
待
っ
て
い
る
の
だ

見
え
な
い
巨
き
な
手
に
よ
っ
て

目
前
の
ペ
ー
ジ
が
繰
ら
れ
る
の
を

カ
ッ
ト
、
石
阪
春
生

静
か
な
中
に
賑
わ
い
が
あ
る
の
だ

は
つ
み
そ
ら

初
御
空
あ
る
い
は
初
景
色

は
つ
あ
か
ね

わ
け
て
も
初
茜
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
い
い

や
が
て
空
は
染
ま
る
で
あ
ろ
う

古
代
色
に
し
て
モ
ダ
ン
な
そ
の
色
調
に

鯉

初
茜

》
瀧

鈴
木
漠

し
ゆ
く
き

淑
気
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
い
い

胸
の
う
ち
で
漂
々
と
鳴
る
も
の
が
あ
る

人
々
は
日
の
出
を
待
っ
て
い
る
が

た
ぶ
ん
自
ら
は
気
が
つ
か
ぬ
ま
ま
に

歴
史
の
証
人
た
ら
ん
と
し
て
い
る
の
だ

１
３５
１

繍蔵隣…，，〃
蝿競りIlIi鰯鰯
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